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１ 小学校算数科

(1) 単元名

第５学年 「面積」

(2) 単元設定の理由

面積に関する学習は、第１学年より「ひろさくらべ」などの活動を通して面積の概念とな

る素地を養っている。第４学年では､１c㎡の正方形を単位とする方眼を使って面積の意味に

ついて理解している。また、c㎡、㎡、a、haなどの単位を用いて、長方形や正方形の面積を

求めることができるようになってきている。これらの学習の発展として、第５学年としては、

三角形、平行四辺形、台形、ひし形の基本的な図形の面積についての求め方を考え、公式を

使って面積を求める力を一層伸ばすことをねらいとしている。

三角形や四角形の中には、１辺が１cmの正方形を敷き詰めようとしても、うまく敷き詰め

られないものもある。そこで、敷き詰めが可能であった長方形や正方形に帰着させ、面積の

求め方を考えさせる。例えば、直角三角形の面積を求める場面では、長方形の縦の長さが高

さに、横の長さが底辺になるので、（底辺）×（高さ）で長方形の面積が求められ、その半

分で三角形の面積が求められるという考え（求積の公式）を導き出させ理解させたい。

このように既習の方法と結び付けながら、多様な考え方を引き出し、面積を求める過程を

大切にしたい。それは､数学的な考え方の育成を図るとともに､学習したことのよさや学習し

たことを活用していこうとする意欲や態度を育てることにもなるからである。

本時の指導においては、三角形と四角形の求積を学習した後、それらの面積の公式を使っ

て求め方を工夫するところに、数学的な見方・考え方が見いだされる。この点において、子

どもたちの自力解決の過程におけるそれぞれの考え方を大切にしたい。また、それらの考え

方を練り上げる段階では、自力解決の過程がどの子にも明確になるように配慮した。

(3) 単元の目標

・ 既習の面積の公式を利用して問題を解決しようとする。

（算数への関心・意欲・態度）

・ 既習の図形に結び付けて求積できることのよさに気付き、面積の求め方を工夫して考

えることができる。 （数学的な考え方）

・ 公式を用いて、三角形や平行四辺形、台形などの面積を求めることができる。

（数量や図形についての表現・処理）

・ 三角形や平行四辺形、台形などの基本的な図形の面積の求め方を理解する。

（数量や図形についての知識・理解）

(4) 単元の指導計画 （全１２時間）



- 2 -

(5) 本単元の指導におけるコンピュータ活用の考え方

本単元では、主に思考を助ける道具としてコンピュータを活用していきたい。既習の事項

を手がかりにして自分の力で創造的に、また、発見的に考え、解決できるように支援するの

である。

例えば、平行四辺形の面積の求め方を考える場合には、児童は三角形に分けたり、長方形

に変形すると、面積が求められることを見いだしていく。しかし、その解決の糸口が見いだ
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せない場合には、コンピュータを用いて、シミュレーションによる提示ができるソフトウェ

アをヒントとして与えることができる。

このようにソフトウェアを活用すると、既習の学習内容を基に課題解決に取り組むことが

できることに併せ、個に応じた指導に生かすことができる。特にコンピュータを活用するこ

とで、何度も繰り返すことが可能になるので、児童は自分のペースで考えることができる。

また、視覚的に明確にとらえさせ、考えを見いださせる等、理解への支援を図ることができ

る。さらに、複雑な図形において多様な考えを引き出す場合や、ある部分の面積を図形を変

形して求める場合など考え方が複雑化・多様化するほどその効果は高いと考える。

また、面積の求め方の考えを発表する時の補助として活用するとともに、面積の求め方や

公式の考えをまとめる段階でも活用できる。これは紙にかいた図などで示すよりも式の意味

が視覚的に効果的に提示できて、友達の考え方も全員の児童にとらえられ理解しやすい。

なお、本時では、児童の自力解決を促す問題提示にもコンピュータの大画面を利用し、本

時の目当てと、図形についての共通理解をより効果的にした。

(6) 本時の目標

・ 図形の面積を、多様な方法を使って意欲的に求めようとする。

（算数への関心・意欲・態度）

・ 図形のある部分の面積の求め方を、工夫することができる。 （数学的な考え方）

・ 図形の面積を、公式を用いて求めることができる。

（数量や図形についての表現・処理）

(7) 本時の展開（次ページ参照）

(8) 本時の評価

・ 図形に関心をもち、図形のある部分の面積を、多様な方法を使って求めようとしたか。

（算数への関心・意欲・態度）

・ 既習の求積方法を基にして、分割、移動、削除等の操作を行い、図形のある部分の面

積の求め方を、工夫して求めることができたか。 （数学的な考え方）

・ 図形の面積を、既習の公式を用いて求めることができたか。

（数量や図形についての表現・処理）

(9) 指導上の工夫

ア 学習意欲を高める工夫（導入）

課題提示の場面では、児童一人一人が学習に対して「よし、やってみよう」「なるほど、

そういうことを勉強するのか」などの興味・関心の高揚を図ることが大切になります。大型

ＣＲＴディスプレイを用いて課題が把握しや

すいように、芝生と道の部分を色分けしてフ

ラッシュバックさせ、それぞれの部分に意識

付けができるようなコンピュータ画面を提示

します。また、本時の学習目標である「くふ

うして面積を求める」ことを印象付けるため

に、コンピュータの文書作成機能を活用して

「くふう」という文字を強調した場面を提示

するようにします。 資―１ コンピュータによる課題提示
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(7) 本時の展開

過 学 習 活 動 個 に 応 じ た 指 導 の 手 だ て
学 習 内 容 評価の観点

程 学習形態 主 な 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 機器、教材、教具等

・本時の学習課題を 一 斉 ・コンピュータの画面を見て、本時 ・コンピュータを操作し、児童 ・コンピュータ ・学習課題に関心

導 把握する。 の学習の目当てを確かめる。 に問題を提示する。 ・FCAI自作ソフト をもち意欲的に

・大型CRTﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 取り組もうとし

学習したことを生かしながら、 ・前時までの学習のまとめを手 ているか。(関)

くふうして部分の面積を求めよ がかりにして、課題をどのよ

入 う。 うに解決していけばいいのか

見通しをもたせる。 ・提示図形

・長方形の庭の芝生 個 別 ・既習の学習内容を生かしながら、 ・自力解決を促す具体的操作活 ・FCAI自作ソフト ・既習の公式を活

の部分の面積の求 式や図などをノートに書き、自分 動を重視する。 （ヒントカードと 用して自分の考

め方を考える。 自身の考え方で、工夫して面積を ・自力解決が困難な児童には、 して活用） え方で問題を解

（自力解決） 求める。 コンピュータによる、ヒント ・児童用提示図形 くことができた

・具体的操作活動やコンピュータの カードを提示して支援する。 ・はさみ、のり か。 (考)

活用を通して考えを練る。 （シミュレーションの画面か

ら、既習の公式に着目させ、

【活動例】 解決の糸口を提示する。）

･コンピュータの画面から図形 ・早くできた児童には、一つの

の名前に着目する。 考え方でなく他の考え方がで

･コンピュータによる、シミュ きないか確かめさせる。

レーションの画面から図形を

多様に見る。 ・多様な考え方を児童のノート ・発表ボード

･図を活用し、道の部分をはさ から選択し、全体提示への助

みで切るなどして、図形を別 言をする。

展 の視点から見る。

・庭の芝生の部分の 一 斉 ・自分なりの考えを発表し合い、い ・より具体的にとらえられるよ ・FCAI自作ソフト ・いろいろな解決

面積の多様な求め (ｸﾞﾙｰﾌﾟ) ろいろな求積の方法を知る。 うに、発表の補助としてコン （表現、理解を支 の方法に興味を

方を知る。 【予想される多様な考え】 ピュータを活用させる。 援する教具とし もち、自分の考

（集団解決） ･２つの台形の複合図形と、とら ・同じ考えであっても、できる て活用） えと比べながら

える。 だけ多くの児童に発表する機 聞こうとしてい

＋ 会を与え、表現できるように るか。 (関)

する。

･道の部分の平行四辺形をひく。

－

･道の部分を移動させ、長方形に

変形する。

←

開

一 斉 ・多様な解決の方法から、相違点や ・多様な解決の方法があること ・工夫して求める

工夫の良い点に気付く。 や、工夫するとより求めやす よさに気付き、

い図形に置き換えられること 自分の考えを深

をまとめ､次の学習に生かす｡ めることができ

たか。 (考)

・多様な面積の求め 個 別 ・多様な解決の方法から、求めやす ・道の部分が交わっていること ・提示図形 ・自分の考えで、

方を生かし、平行 い方法を生かし、式や図などをﾉー に着目させ、図形の見方を考 既習の公式を用

四辺形の形をした ﾄに書き面積を求める。 えさせる。 いて面積を求め

花畑の面積を求め ・自分なりに工夫して面積を求 ることができた

る。 められるように一人一人の考 か。 (表)

えを支援する。 ・FCAI自作ソフト

（ヒントカードと

・面積を求める工夫 グループ ・工夫して面積を求める方法につい ・どうしてこの方法で解いたの しての活用）

について、理解を て、友達と交流する。 か、説明できるように支援す ３つの解き方によ

深める。 る。 るコース別

ま ・学習したことの整 一 斉 ・今日の学習を振り返る。 ・求めやすい図形に置き換える ・FCAI自作ソフト

理をする。 よさについてまとめる。 ・大型CRTﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

と

個 別 ・自己評価をする。 ・既習の公式を活用し、工夫し ・自己評価カード

め て面積が考えられたか等。

※（関）･･････算数への関心・意欲・態度、（考）･･････数学的な考え方、（表）･･････数量や図形についての表現・処理
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イ 一人一人の児童を大切にする工夫（自力解決の場）

児童の自力解決の学習場面では、各自が自分の考え方で問題に取り組んでいきますが、ど

うしても自力解決の糸口が見いだせない児童には教師の支援が必要となってきます。

そこで、問題の中に既習のどの図形が含まれているか、また、どうすればそれらの図形か

ら本時の複合図形の面積を求められるかを児童に考えさせるヒントをコンピュータの画面に

用意して自力解決の支援をします。児童は、教師の支援を受けながらヒント画面をクリック

して解決の糸口を見つけていきました。

［今回作成したヒントカード自作ソフト］

ヒント１

画面の中に今までに習ったどのような図形

がありますか。

長方形・三角形・平行四辺形・台形の部分に

着目できるヒントを用意しました。

ヒント２

求める図形を図のように考えてときましょ

う。

シミュレーション機能を活用して、それぞれ

の芝生の部分の面積を求めてからたす（たし

算コース）と、庭全体の面積から道の面積を 資－２ コンピュータによるヒント提示

ひく（ひき算コース）を設定しました。

児童は、どの子もその子なりの方法や考え方で自力解決を進めノートにまとめていきま

した。

資－３ 自力解決のノート



- 6 -

ウ お互いのよさに気付き、考えを深める工夫（集団解決の場）

児童は、事前に学習した三角形と四角形の求積方法を基に、それらの公式を使って複合図

形の面積をそれぞれの解き方で自力解決します。その考えを集団の中で練り合い、お互いの

考えのよさに気付いたり、よりよい解決の方法を見つけたりして深めていく段階では、自分

の考えを発表する道具としてコンピュータを

活用します。

このためには、児童が自力解決をするとき

に考えると予想される解き方を、前もってＦ

ＣＡＩを使って作成しておきます。

このソフトウェアで児童がコンピュータの

画面を使って自分の考えを友達に発表してい

くのです。本時では、たし算型・ひき算型・

長方形型以外にも平行四辺形型・台形型を含

めた５通りの求め方を用意しました。

資－４ 発表場面

平行四辺形型 台形型

＋ → ＋ →

発表の手段としてのコンピュータ活用は、聞く方の児童に「大変分かりやすかった」とい

う感想が多くありました。特に、説明を聞きながら実際に画面がその通りに動くことで、式

の意味が視覚化され児童の理解をおおいに助けることができました。

資－５ 児童の感想
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エ 学習の理解を確かにするための工夫（まとめ）

課題とかかわったまとめ方が

できるように、児童から出てき

た多様な考え方や学習のまとめ

を大型ＣＲＴディスプレイに提

示し、学習内容の定着を図りま

す。

この方法によると、学習内容

がシミュレーションによって、

はっきりと分かりやすく提示で

きるので、より印象付けた学習

のまとめになります。最後の場

面をノートに書いてまとめとし

ている児童が多くありました。 資－６ 児童のノート

オ 教材・教具の工夫

児童が課題に対して自力解決をしていく場面では、自分なりの考えが出せるようにするこ

とや、一つの考え方だけでなく、他の考え方もできるようにすることが大切です。そこで、

学習課題を具体的にするために、児童用提示図形を用意し実際に切り取って再構成するなど

の操作をする中で多様な考えをもたせます。

また、コンピュータを表現の道具として、児童が考えると予想される解き方をＦＣＡＩを

使用して自作ソフトを作成しました。ＦＣＡＩは４つの基本命令を基に、記述形式に沿って

ワープロで作成することができます。このソフトウェアは作成に時間はかかりますが修正が

容易であり、児童の実態に合わせて作成できるので学習効果もより高められると考えられま

す。

カ 児童のコンピュータの操作能力

本時では自力解決の糸口が見いだせない児童が個別に使用しましたが、算数やそれ以外の

教科で全体あるいは個別に、キーボードやマウスの使い方に慣れさせておくと良いでしょう。

コンピュータの操作については、ワープロソフトによる数字や文字の入力、文章作成、お

絵かきソフトによるイラスト作成など、教科指導や特別活動で活用していくことを通し、楽

しみながら身に付けることが必要です。「どの学年で、どのような内容を指導するのか」を

児童の発達段階に合わせてカリキュラムを作成しておきます。例えば、次のような計画が考

えられます。

学 年 主 な 学 習 内 容

・コンピュータルームの使い方を知り、コンピュータに慣れる。

１ 年 ・マウスを使って遊んだり、絵をかいたりする。

・コンピュータの起動・終了の仕方を知り、マウス操作に慣れる。

２ 年 ・お絵かきソフトの機能を使って、絵をかいたりする。
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・データを保存したり呼び出したりする。

３ 年 ・お絵かきソフトを使って機能を選択しながらカード等を作る。

・ワープロソフトを使って、自分の名前等を入力しキーボード操作に慣れる。

４ 年

・ワープロソフトを使って、ローマ字入力に慣れ簡単な文を入力する。

５ 年 ・表計算ソフトを使って、数字を入力し簡単なグラフを作る。

・改行等の操作を知り、ローマ字入力で文章を作成し印刷する。

６ 年

資－７ 学年別学習内容

(10) まとめ

算数科では、見通しをもち筋道を立てて考える主体的な活動を促し、その学習の過程で既

習の知識理解や技能にかかわる内容を活用したり、更に新たな知識や技能を導き出したりす

ることや情意的な側面を重視していくことが大切です。

即ち、一人一人を生かす問題解決の過程を踏むことで実現される部分が多いと言えます。

問題解決的な学習は、十分な教材分析はもちろんのこと、教師が児童一人一人をよく見て

現状や課題を把握し、個性を生かした学習の指導を心がけていく必要があります。

・ 児童自らが主体的に取り組み、経験や既習事項を生かして自分なりの解決方法がもてる

ように配慮し、見通しをもち筋道立てて考える能力を育成する。 （自力解決）

・ 考えを交流し、深めたり高めたりしてきまりを発見したりする話し合いの場によって

「数理的な処理のよさ」に気付くように支援する練り上げを大切にする。 （集団解決）

本単元では、問題解決的な学習をより効果的に進めるためにコンピュータを活用しました。

コンピュータを活用することで子どもは学習に意欲的に取り組むようになります。しかし、

コンピュータそのものに興味をもっているだけでは効果的な活用とは言えません。自分なり

に考えをもって問題を解いていくとき、コンピュータを使うことで多くの考えを引き出すこ

とができます。たとえば、複合図形の求積では、具体的操作によって考えを引き出したり深

めたりすることはできますが、コンピュータは、紙とはさみだけよりも早く正確に図形の分

割や移動ができやすく多様な考えが練りやすいのです。

算数の学習では手作業の巧緻性が理解度の差に現れることもあります。作業が思うように

いかないだけで、思考を止めてしまうこともあるでしょう。コンピュータは簡単にやり直し

ができることや、簡単な操作でイメージしていることが実現できるので、子どもの思考を数

学的な考え方そのものに集中させることができます。

また、自分なりにまとめた考えを全体の中で深めて整理する場合にも効果があり、等積変

形の考え方を確実に身に付けることができました。

以上のようにコンピュータを活用した問題解決的な学習によって、自ら考え、判断し、主

体的に取り組み、考えを深めることがより効果的となります。


